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・
令
和
３
年
度
補
正
予
算
及
び

　

条
例
一
部
改
正
な
ど
議
案　

件
を
審
議
。

　

一
般
質
問
、
議
案
質
疑
並
び
に
委
員
会

　

で
登
壇
し
ま
し
た
。

質
問
者 

朝
日
　
将
貴

【
問
１
】農
業
農
村
整
備
事
業

　
　
　
「
木
曽
川
用
水
支
線
改
修
」に
つ
い
て

【
答
】農
林
基
盤
局
長

【
問
３
】少
子
化
対
策
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
婚
支
援
に
つ
い
て

【
答
】福
祉
局
長

【
問
】「
あ
い
ち
地
球
温
暖
化
防
止
戦
略
２
０
３
０
」

　
　
　

の
進
捗
及
び
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

【
答
】地
球
温
暖
化
対
策
課

【
問
２
】ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
地
域
の

　
　
　
　

防
災
ハ
ー
ド
対
策
に
つ
い
て

　
　
【
問
２ｰ

①
】河
川
事
業

【
答
】建
設
局
長

　

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
で
は
、
来
年
度
か
ら

２
０
３
６
年
度
ま
で
の　

年
間
で
、
支
線
水
路
約　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
取
り
替
え
る
と
と
も
に
、
用
水
を

末
端
の
農
地
ま
で
ポ
ン
プ
で
送
水
す
る
揚
水
機
場　

か
所
の
改
築
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

支
線
水
路
で
は
、
議
員
お
示
し
の
と
お
り
、
老
朽
化

や
地
盤
沈
下
に
伴
う
漏
水
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
が
多
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
安
全
性
は
勿
論
の
こ
と
、
耐
久

性
を
有
し
、
且
つ
地
盤
沈
下
に
よ
る
撓
み
に
も
対
応

す
る
「
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
」
や
、「
硬
質
塩
化
ビ

ニ
ル
管
」
に
て
、
改
築
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
揚
水
機
場
で
は
、
地
盤
沈
下
に
よ
り
場
内

の
配
管
に
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
と
と
も
に
、
老
朽
化

し
た
電
気
機
械
設
備
の
突
発
的
な
故
障
も
発
生
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
揚
水
機
場
の
建
て
替
え
や
ポ
ン
プ

老
朽
化
し
た
電
気
機
械
設
備
の
突
発
的
な
故
障
も
発

生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
揚
水
機
場
の
建
て
替
え
や

ポ
ン
プ
設
備
の
更
新
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
築
に
係
る
総
事
業
費
は
、
３
５
０
億

円
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
国
、
県
、
市
町
村
並
び
に

地
元
農
家
で
負
担
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
県
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
地
盤
沈
下
な
ど
の
要
因
を
踏
ま

え
て
、
農
家
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
地
域
の
皆
様
の

長
年
の
悲
願
で
あ
る
「
木
曽
川
用
水
濃
尾
第
二
施
設

改
築
」
が
着
手
決
定
さ
れ
、
こ
の
事
業
が
着
実
に
推

進
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

濃
尾
第
二
施
設
は
、現
在
、老
朽
化
や
地
盤
沈
下
の
影

響
に
よ
り
通
水
機
能
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
た

め
、抜
本
的
な
施
設
改
築
が
必
要
と
な
り
、国
の
２
０

２
２
年
度
予
算
に
概
算
要
求
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
改
築
に
係
る
費
用
の
う
ち
、
地
元
農
家
の
負
担

に
つ
き
ま
し
て
は
、支
線
水
路
の
改
築
が
、地
盤
沈
下

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
、
海
岸
や
河
川
の
堤

防
が
被
災
し
た
場
合
に
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
浸

水
が
始
ま
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
周
辺
住
民
は
十
分

な
避
難
行
動
が
と
れ
ず
、
浸
水
区
域
に
取
り
残
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

防
災
関
係
機
関
が
、
こ
う
し
た
方
々
を
迅
速
に
救

出
し
安
全
な
場
所
に
搬
送
す
る
た
め
の
拠
点
を
、
県

内
４
箇
所
に
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
愛
西
市
で
整
備
中
の
拠
点
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
盛
土
工
事
が
完
了
し
、現
在
、ヘ
リ
ポ
ー

ト
な
ど
の
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
救
助
用
資
機
材
を
保
管
し
、
拠
点
の
指

揮
所
や
救
助
者
の
一
時
待
機
場
所
を
併
せ
持
つ
防
災

倉
庫
の
建
築
工
事
に
着
手
し
、
来
年
９
月
の
供
用
を

目
指
し
て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

弥
富
市
に
計
画
し
て
い
る
拠
点
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
こ
れ
ま
で
に
、
現
地
で
の
測
量
や
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
行
い
、
現
在
、
拠
点
の
規
模
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
位
置
な
ど
に
つ
い
て
、
自
衛
隊
等
防
災
関
係
機
関

と
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、
平
常
時
の
使
い
方
な
ど
に

つ
い
て
も
、
海
南
こ
ど
も
の
国
を
所
管
す
る
福
祉
局

と
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
拠
点
の
供
用
に
併
せ
、
ボ
ー
ト

や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
者
の
受
け
入
れ
や
、

大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
浸
水
区
域
外
へ
の
搬

送
を
、
県
や
市
町
村
、
消
防
、
自
衛
隊
等
が
迅
速
か

つ
的
確
に
実
施
す
る
た
め
、
各
機
関
の
役
割
や
活
動

内
容
な
ど
を
定
め
た
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

お
り
ま
す
。

　

完
成
後
に
は
、
拠
点
を
活
用
し
た
訓
練
や
啓
発
活

動
に
よ
り
、
運
用
の
実
効
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
も
つ
な
げ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
命
を
守
る
た
め
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
の
広
域
防
災
活
動
拠
点
の
整
備
推
進
と
防
災
体

制
の
強
化
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
と
し
て
は
、
河
川
断
面
を
確
保
す
る
た

め
、
下
流
部
に
お
い
て
、
河
床
掘
削
を
行
う
と
と
も

に
、
中
流
部
に
お
い
て
、
津
島
市
や
蟹
江
町
内
の
日

光
川
、
あ
ま
市
内
の
福
田
川
、
蟹
江
川
の
堤
防
整
備

を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
震
津
波
対
策
と
し
て
は
、
蟹
江
町
内
な
ど
の
日

光
川
や
弥
富
市
内
の
善
太
川
に
お
い
て
、
堤
防
の
耐

震
化
を
進
め
、
第
３
次
あ
い
ち
地
震
対
策
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
た
区
間
の
完
了
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、

日
光
川
排
水
機
場
や
蟹

江
川
水
門
な
ど
に
つ
い

て
、
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
適
切
に
施
設

の
修
繕
や
更
新
を
行
い
、

機
能
の
維
持
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
県
民
の

皆
様
の
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
、
事
前
防
災

対
策
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
県
の
結
婚
支
援
の
取
組
を
拡
充
す
る
た
め
、若
者

の
婚
活
の
現
状
や
課
題
、行
政
に
期
待
す
る
支
援
の
内

容
に
つ
い
て
、婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

企
業
、市
町
村
担
当
者
等
と
も
意
見
交
換
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
婚
活
協
力
団
体
」
等
の
登
録
数
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
結
婚
支
援
の
必
要
性
を
テ
ー
マ
と
し
た「
結
婚
応

援
セ
ミ
ナ
ー
」を
引
き
続
き
、開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出

量
は
、
約
８
、
０
０
０
万
ト
ンｰ

Ｃ
Ｏ
２
で
あ
り
、

基
準
年
度
で
あ
る
２
０
１
３
年
度
と
比
較
し
て　

％

の
減
少
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

本
県
の
排
出
量
の　

％
以
上
を
占
め
て
い
る
産
業

部
門
で
は
２
０
１
８
年
度
が
約
４
、
０
０
０
万
ト
ン

‐

Ｃ
Ｏ
２
で
あ
り
、
２
０
１
３
年
度
よ
り　

％
増
加
。

日
本
一
の
産
業
県
で
あ
り
製
造
品
出
荷
額
等
が
同
年

比　

％
増
加
し
て
い
る
。

　

今
後
は
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
「
あ
い
ち
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
戦
略
会
議
」
を
設
置
。　
　
　

　
　
　

　

弥
富
市
南
部
に
お
け
る
名
古
屋
第
３
環
状
線
に
つ

い
て
は
、
２
０
１
１
年
度
に
完
成
し
た
鍋
田
工
区
か

ら
国
道　

号
ま
で
の
約　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
を
中

原
・
境
工
区
と
し
て
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ

の
区
間
の
用
地
取
得
率
は
９
割
を
超
え
、
現
在
、
盛

土
な
ど
の
道
路
築
造
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

当
地
域
の
地
盤
は
、
地
震
で
液
状
化
の
恐
れ
が
あ
る

砂
質
土
層
と
、
地
盤
沈
下
が
想
定
さ
れ
る
粘
性
土
層

で
構
成
さ
れ
る
軟
弱
な
地
盤
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
液
状
化
対
策
と
し
て
、
盛
土
を
安
定
さ
せ
る
地

盤
改
良
工
事
を
、
地
盤
沈
下
対
策
と
し
て
、
事
前
に

沈
下
を
促
進
さ
せ
る
プ
レ
ロ
ー
ド
工
事
を
、
順
次
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
沈
下
の
収
束
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
、
早
期
開
通
に
向
け
事

業
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道　

号
か
ら
北
側
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
、
県
道
大
藤
永
和
停
車
場
線
と
交
差
す
る
間
崎
交

差
点
ま
で
の
約　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
を
整
備
す
る

こ
と
と
し
、
現
在
、
道
路
設
計
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
区
間
は
、
鍋
田
川
の
廃
川
敷
用
地
を
活
用

で
き
、
事
業
用
地
が
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

早
期
に
工
事
着
手
で
き
る
よ
う
公
安
委
員
会
や
国
道

　

号
を
管
理
す
る
国
土
交
通
省
な
ど
の
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
名
古
屋
第
３
環
状
線
を
始
め
と
し
た

緊
急
輸
送
道
路
の
整
備
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

対
策
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
農
家
に
責
任
を
課
す
こ

と
が
で
き
な
い
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
を
除
去
す
る
と
い

う
本
地
域
特
有
の
事
情
を
勘
案
し
、
地
元
農
家
に
は

費
用
負
担
を
求
め
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

木
曽
川
用
水
濃
尾
第
二
施
設
改
築
を
始
め
、
中
部
地

方
最
大
の
農
業
県
で
あ
る
本
県
の
農
業
を
支
え
る
生

産
基
盤
の
整
備
や
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
防

災
対
策
な
ど
の
農
業
農
村
整
備
事
業
を
、
着
実
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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【
問
２ｰ

②
】道
路
事
業

　
　
　
　

弥
富
市
南
部
の
都
市
計
画
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
第
３
環
状
線

【
答
】建
設
局
長

　
　
【
問
２ｰ

③
】広
域
防
災
活
動
拠
点
の
整
備

【
答
】防
災
安
全
局
長

【
答
】知
事

◎
県
民
環
境
委
員
会
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